
（ お 知 ら せ ） 

 
－現場代理人の兼務について－ 

 
 
近年の現場代理人不足の懸念及び、厳しい社会経済情勢を踏まえ、工事現場の

常駐用件を弾力的に緩和して運用するものです。 
 

１ 現場代理人兼務の取扱い 
① 予定価格がいずれも４，５００万円（税込）未満の建設工事、業務委託

（以下「建設工事等」という。）で特記仕様書に現場代理人の兼務の記載

のあるもの。 
② ２件までの建設工事等で、現場が取手市・つくばみらい市内にあること。 

※国又は地方公共団体の発注工事で、発注者が兼務を認めている場合は

現場代理人の兼務ができることとします。（事前に両発注者へ確認をお願

いします。） 
③ 現場代理人が作業期間中に現場を離れる時は、あらかじめ届け出た連絡 

員を現場に常駐させなければならないものとします。 
④ 経営業務の管理責任者等及び営業所の専任技術者と現場代理人との兼務 
  は、予定価格が４，５００万円（税込）未満の工事に限り認めるものと 

し、現場代理人を兼務できる工事等の件数は２件までとします。 
   ※属する営業所等が取手市・つくばみらい市内にあること。 
 

２ 現場代理人兼務の届出 
請負者は、現場代理人の兼務を希望する時は、様式１により下水道組合工

事等担当課に届け出るものとします。※本件責任者及び担当者の氏名・連

絡先を明記することで押印を省略することができます。 
 

３ 現場代理人の兼務 
① 請負者は、本建設工事等の現場代理人が他の一つの建設工事等の現場代

理人を兼務するときは、あらかじめ書面（様式１）により届け出なけれ

ばならないものとします。この場合において、請負者は連絡員を指名の

うえ届け出るものとします。 
② 兼務に当たっては、現場代理人は、一方の現場に偏ることなく適切に現 

場を管理しなければならないものとします。 



③ 作業期間中に現場代理人が他の建設工事等の兼務のため不在となると

きは、連絡員が当該現場に常駐しなければならないものとします。 
④ 兼務に係る建設工事等について、安全管理の不徹底に起因する事故の発

生、その他現場体制の不備が生じた場合は、その後の当該請負者に係る

建設工事等においては、原則として兼務を認めないものとします。 
 

４ 適 用 
令和７年４月１日以降の契約締結する建設工事等に適用することとしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



（様式１） 
  年  月  日 

 
現場代理人兼務（変更）届 

 
取手地方広域下水道組合 
 管理者        殿 
 

請負者 住所              
    氏名              

 

現場代理人 
氏名 

住所              連絡先 

現
に
現
場
代
理
人
の
建
設
工
事
等 

件   名  

工事等場所  

工 期  

発 注 者 名   

請 負 金 額  

工事等概要  

連 絡 員 
氏名 連絡先 

氏名 連絡先 

新
た
に
契
約
す
る
建
設
工
事
等 

件   名  

工事等場所  

工 期  

発 注 者 名   

請 負 金 額   

工事等概要  

連 絡 員 
氏名 連絡先 

氏名 連絡先 

※連絡員は自社の職員に限る ※添付書類 上記工事に係る位置図・工程表 

本件責任者:氏名             連絡先 

担 当 者:氏名             連絡先 


